
　就学前の上のお子さんと赤ちゃんを育ててい

るママのための講座です。子育てに必要な知

識が学べる時間を一緒に過ごしてみませんか。

日�時　２月１４日～３月１４日の金曜日

　　　午前１０時～正午

会�場　福祉センター２階和室

対�象　�おおむね令和６年６月１５日～１２月

１４日生まれの赤ちゃんと母親

定�員　１３組程度（抽選）

費用　１，１００円（テキスト代）

持ち物　�バスタオル、着替え、オムツ、飲み

物

申し込み　�１月３１日までに電話または専用

フォーム（２次元コード）から子

育て応援課子育て推進係へ

きょうだいが生まれた！Ｂ
ベビープログラム

Ｐ２

上の子がいるベビママへ

あつまれ！親子スキンシップ教室

問　子育て応援課子育て推進係

日時　�２月９日（日）

　　　午前１０時～１１時３０分

会場　�住友金属鉱山アリーナ青梅第２スポー

ツホール

対象　未就学児の親子（兄弟・姉妹の参加可）

内容　運動遊びやふれあい遊びを行います。

定員　先着３０組（予約制）

費用　１家族１００円

服装　動きやすい服装

申し込み　２次元コードから

体育館でみんなで遊ぼう！

日時　�１月１９日（日）

　　　午前１０時３０分～午後３時

会場　福祉センター

内容　�「つくる・遊ぶ・つどう」子どもたち

が考えたお店や遊びのコーナー、ダン

スやパフォーマンス、スタンプラリー。

青梅子どもふれあいフェスタ２０２４

問　��青梅子どもふれあいフェスタ２０２４
　　�実行委員会事務局（（特非）青梅こども未来）

☎７８－０７６２
　　市子育て応援課子育て推進係

今年で２０周年！

いっぱい遊んで

寒さを吹き飛ば

そう！

問　子育て応援課子育て推進係

　一定の所得以下の世帯の方を対象に、令和６年度の

中学３年生・高校３年生またはそれらに準ずる方（中

学校・高校既卒者、高等学校卒業程度認定試験合格者

等）の学習塾、各種受験対策講座、通信講座の受講費

用（家庭教師を除く）や、高校・大学等の受験料の貸

し付けを無利子で行います。

　お子さんが高校・大学等に入学した場合は、手続き

をすることで返済が免除されます。

　詳しくは市ホームページ（２次元コード）をご覧く

ださい。

受験生チャレンジ支援貸付事業

問　地域福祉課庶務係

申請期限は１月３１日

受験生チャレンジ支援貸付事業

キャラクター「チャレニャン」

広報おうめ　　 ．　  ．　　（７）

スポーツ・観光・文化子育て ・教育

７ １ １

第３７回多摩郷土誌フェア

問　郷土博物館☎２３－６８５９

　多摩地区２３市町の郷土の歴史や文化財等

に関連する書籍を展示販売する「多摩郷土誌

フェア」が開催されます。話題の新刊書籍も

多数販売されますので、ぜひご来場ください。

日時　�１月１８日（土）～１９日（日）

　　　午前１０時～午後５時

※１９日は午後３時まで

会場　�立川市柴崎学習館地下ホール

　　　�（立川市柴崎町２－１５－８、ＪＲ立川

駅南口より徒歩９分）

※�例年と会場が異な

りますのでご注意

ください。

※�公共交通機関をご

利用ください。

日時　２月２日（日）　午後１時～３時

会場　Ｓ＆Ｄたまぐーセンター実習室

対象　市内在住・在学の小学生の親子

内容　�洋菓子よりも低カロリーでヘルシーな和菓子を作ってみませんか？

日本の伝統文化である和菓子作りを親子で体験してみよう！

講師　小山洋一氏

定員　先着１０組（予約制）

費用　１組３００円（材料代）

持ち物　�エプロン、三角巾、飲み物

申し込み　２次元コードから

キッズ☆体験教室～親子で楽しく和菓子作り～

（公財）青梅佐藤財団共催事業

問　社会教育課生涯学習推進係　

サイパン市のラモン ・ カマチョ市長が来訪

問　秘書広報課交流担当　

　アメリカ合衆国北マリアナ諸島サイパン市のラモン・カマチョ市長らが、１１月２０日に青梅

市を訪れ大勢待市長と面会をし、都市間交流に向けた意見交換を行いました。今年、両市間で交

流に向けた検討を進めていく予定です。

　カマチョ市長は市内の農業と文化に興味があるとのことで、内沼きのこ園と青梅市郷土博物館、

旧宮崎家住宅を見学しました。見学先ではたくさんの質問をされ、また、日本人の緻
ち み つ

密さや計画

を立てた後に実行する仕事への熱意と責任感が実にすばらしいと感想を述べられました。

　　　　　　　　　これまでのつながりと意見交換に至るまでの経緯

　青梅市トライアスロン協会が、サイパン市でトライアスロン大会を開催するなど、青梅市

民とサイパン市民との間で交流が行われてきました。このつながりが発端となり、サイパン

市を所管するマリアナ政府観光局およびサイパン市からさらなる都市間交流について提案が

あり、この度の市長同士の会談に至りました。


